
阿波市　第2次教育振興計画
学び合う 深め合う 高め合う 阿波市教育

計 画 策 定の趣旨

基 本 構 想と推 進 計 画

今回、「阿波市第1次教育振興計画」が10年の計画期間を完了することから、本市行政の指針であ
る「第2次阿波市総合計画」や「第2次阿波市総合戦略」等との整合性も図りながら、本市の今後10
年間の教育振興施策に関する基本計画となる、「阿波市第2次教育振興計画」を策定しました。
時代の変化が激しく、将来の変化を予測することが困難である中、子どもたちが未来の阿波市の担

い手になるためには、「自らの人生を切り拓き、社会を生き抜いていく力を培う」ことが重要です。
そのため、学校、家庭、地域がそれぞれの責任や役割を明確にしながら連携し、ともに未来を担う人
材を育成する教育施策を進めていきます。

● 基本構想

市の教育行政の考え方として、「教育行政の基本理念」「教育目標」を明らかにした上で、その実現
に向けた「教育施策」を示しています。
この教育ビジョン期間は10年間（令和3年度〜令和12年度）です。

● 推進計画

教育ビジョン（基本構想）の中で定めている教育施策は、「現状・課題」「施策方針」「主要事業」
からなり、今後の取組を示しています。
推進計画期間は5年間（前期計画：令和3年度〜令和7年度、後期計画：令和8年度〜令和12年度）

です。なお、令和7年度には後期計画、令和12年度に第3次計画を策定します。

【本計画の期間】

（10年間）

前期計画（5年間） 後期計画（5年間）

第3次計画

令和3年度 ➡ 令和7年度 令和8年度 ➡ 令和12年度 令和13年度以降

教育ビジョン

推進計画
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計 画の 全 体 像

「子育てするなら阿波市」のキャッチフレーズのもと、

「学び合う 深め合う 高め合う 阿波市教育」
をめざす教育行政を推進します。

1
食育を基盤にした、知・徳・体の
調和のとれた生き抜く力の育成
（学校教育）

1-1　生きる力の育成を重視した教育内容の充実
1-2　家庭や地域との連携・協働
1-3　心と体の健康問題への対応
1-4　�特別支援教育、帰国・外国人児童生徒の支

援の充実
1-5　安全・安心な教育環境づくり
1-6　小・中・高等学校等の連携強化
1-7　学校施設の整備

2
生き生きと自己実現を図りながら
社会参画する生涯学習の推進（生
涯学習）

2-1　生涯学習推進体制の充実
2-2　生涯学習関連施設の整備充実・機能強化
2-3　生涯学習プログラムの整備・提供
2-4　関係団体の育成

3
生涯にわたりスポーツに親しむ環
境づくり（スポーツ振興）

3-1　スポーツ振興施策の体系化
3-2　スポーツ施設の整備充実・有効利用
3-3　幅広いスポーツ活動の普及促進
3-4　スポーツ団体・指導者の育成

4
郷土を愛する心と創造力が育つ、
市民主体の文化芸術活動の促進
（芸術・文化振興）

4-1　芸術・文化団体の育成
4-2　芸術・文化の鑑賞、発表機会の充実
4-3　文化財の保存・活用
4-4　歴史館等の整備充実・有効利用

5
青少年の健全な生活を守り抜く環
境づくり（青少年健全育成）

5-1　青少年の健全育成の推進
5-2　家庭の教育の向上
5-3　青少年の体験・交流活動の充実
5-4　青少年団体、リーダーの育成

6
多様性を育み、互いに尊重し、つ
ながりを実感できる社会づくり
（人権教育・国際理解）

6-1　人権教育・啓発の推進
6-2　�人権学習子ども会
　　  （ぱあわーあっぷ事業）の推進
6-3　国際感覚豊かな人材の育成と国際交流活動

未
来
を
つ
く
る
力
　
た
く
ま
し
く
生
き
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心

基本理念 教育目標 教育施策
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計 画の 推 進 体 制

市教育委員会を中心に、総
合教育会議の開催等により、
行政内の関連部署と緊密に連
携し、本計画の着実な推進を
図ります。
国・県をはじめ、庁外を含

む関係機関と積極的な連携を
図り、最新の知見を生かし、
よりよい教育行政に努めま
す。

本計画の進捗状況の確認、
施策の効果・成果、課題の検
証を毎年度行います。また、
令和7年度に、それまでの評
価結果に基づき、「第2次教
育振興計画（後期計画）」の
策定に向けた計画の見直しを
行います。

学校、家庭、地域、関係す
る組織・団体がそれぞれの役
割を果たしつつ、相互の連携
と協働によって計画を推進し
ます。
そのため、本計画の進捗状
況、市教育委員会の方針、学
校等運営など、教育行政に関
する情報の積極的な提供と共
有化を図ります。

全市的な推進、
国・県との連携

評価の実施・
計画の見直し

学校・家庭・地域の
連携・協働

持 続 可 能な開 発目標（ S D G s  エス・ディー・ジーズ ）

持続可能な開発目標（SDGs）は、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として、
2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載され
た2030年までに持続可能でよりよい世界をめざす国際目標です。
本市においても、関連するすべての分野において取組を進めていきます。

3



推 進 計 画（ 令 和 3 年 度〜令 和 7 年 度 ）

教 育 目 標  1 食育を基盤にした、知・徳・体の調和のとれた生き抜く
力の育成（学校教育）

教育施策と5年間の方針 5年間の主要事業

1-1　生きる力の育成を重視した教育内容の充実

●就学前教育にふさわしい環境づくりを整えるとともに、保護
者のニーズや子どもの発達に配慮した就学前教育の推進に努
めます。
●学力向上に関しては、ICTを活用した効果的な授業の促進や
読書活動を推進するとともに、家庭や地域と連携し、基本的
生活習慣の定着や、学習習慣・生活習慣を確立する取組を進
めていきます。
●緊急時に備えて、オンライン学習の実施に向けた基盤整備や
実施方法の検討、新型コロナウイルス感染症対策のための「新
しい生活様式」に基づいた環境整備に努めます。

●教育・保育要領に基づく教育の実施
●確かな学力の育成
●豊かな心の育成
●健やかな体の育成
●教職員の資質向上
●働き方改革の推進
●環境教育の充実
●食育・地産地消の推進
● ICT教育の推進
●読書活動の推進
●就学援助の実施
●キャリア教育の推進

1-2　家庭や地域との連携・協働

●地域の「ひと、もの、こと」が連携した体験活動や学習活動
を積極的に取り入れ、学校、家庭、地域がそれぞれの役割や
責任を果たしながら、ともに子どもたちを育てるように努め
ます。
●学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むこと
が可能となるコミュニティ・スクールへの移行を検討します。

●学校・家庭・地域と連携した取組
●コミュニティ・スクール制度への移
行

1-3　心と体の健康問題への対応

●不登校やいじめなど心の問題の発生防止と背景の把握、支援
体制の充実に向けて、学校・家庭・地域や関係機関の連携強
化を図るとともに、不登校問題等に関する対策協議会やいじ
め問題対策連絡協議会等の支援体制の充実を図ります。

●適応指導教室「阿波っ子スクール」
の運営
●教職員の指導力とカウンセリング能
力の向上

1-4　特別支援教育、帰国・外国人児童生徒の支援の充実

●支援を必要とする子どもの個性や教育的ニーズに応じた学習
環境及び支援体制の整備と、特別支援教育に関する教職員の
意識や指導力の向上を図ります。
●帰国・外国人児童生徒に対して、県の制度を活用して、学校
生活や学習を支援します。

●障がいのある子どもの教育環境づく
り
●相談支援体制の充実
●帰国・外国人児童生徒への支援

1-5　安全・安心な教育環境づくり

●地域全体で子どもたちの安全を確保する体制の強化に努める
とともに、命の尊さを学ぶ教育や、子ども自らが危険予測能
力や危険回避能力を身につける教育を進めていきます。

●地域全体の連携強化
●防災教育の充実
●安全教育の充実
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教 育 目 標  2 生き生きと自己実現を図りながら社会参画する生涯学習
の推進（生涯学習）

教育施策と5年間の方針 5年間の主要事業

2-1　生涯学習推進体制の充実

●市民の学習・参加ニーズの把握に努めながら、多様な学習の
推進を図るとともに、地域の課題解決に向けた主体的学習を
重視し、地域社会で学習成果を発揮する環境づくりを進めま
す。

●講座内容の定期的な見直し
●関係機関との協力による事業、講座
の実施
●学習成果を発揮できる環境づくり

2-2　生涯学習関連施設の整備充実・機能強化

●図書館については、生涯学習施設の拠点として、機能の充実
を図ります。
●公民館は、自主運営のできる団体への支援機能を強化します。
●図書館・公民館の施設・設備について、計画的な整備・更新
に努めます。

●図書館機能の充実
●図書館指定管理者制度による効率的
な運営
●公民館機能の強化
●図書館・公民館施設の整備

2-3　生涯学習プログラムの整備・提供

●社会動向や市民の求める学習ニーズを常に把握し、生涯学習
情報の適切な提供と相談支援体制の構築、各年代にふさわし
い魅力的で多様な学習講座を提供します。

●生涯学習情報の提供
●各種講座の開催
●学習成果の発表機会の充実
●市民参画の推進

2-4　関係団体の育成

●地域住民を対象にした指導者の育成支援や活動に必要な指導・
助言、事例紹介、情報提供、団体同士の交流を支援します。

●関係団体の育成

1-6　小・中・高等学校等の連携強化

●小・中・高等学校等の連携強化に向けた体制の充実、改善に
努めるとともに、校種を超えた研修会、研究会への参加を推
進します。

●連携強化の取組

1-7　学校施設の整備

●学校施設の整備については、令和2年度に策定された「阿波
市学校施設長寿命化計画」に基づき、施設の長寿命化を進め
ていきます。
●教育設備については、特別教室へのエアコン設置に取り組ん
でいきます。
●教材・教具については、ICT教育、オンライン学習を中心に、
整備・充実をめざします。

●施設の長寿命化工事
●施設バリアフリー化
●教育設備の充実
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教 育 目 標  3 生涯にわたりスポーツに親しむ環境づくり
（スポーツ振興）

教育施策と5年間の方針 5年間の主要事業

3-1　スポーツ振興施策の体系化

●心身の健康づくりにつながる生涯スポーツ・運動の習慣化、
子どもたちの基礎的な体力・運動能力の定着、地域に根ざし
たスポーツ環境づくりを進めます。
●阿波シティマラソンのコースを整備し、仮想コースとしての
練習場所の提供、本市並びに本大会の魅力を広報・発信しま
す。
●新型コロナウイルス感染症、その他感染症が大規模流行した
時には、感染症対策を講じた開催を検討するなど、新たな対
策を進めます。

●市民の健康・体力づくり推進事業
●実施内容の定期的な見直し
●全市的な推進組織の運営、理解促進

3-2　スポーツ施設の整備充実・有効利用

●施設の計画的な維持修繕と有効利用を進めます。
●施設管理においては、専門性を生かした指定管理者制度の導
入も重要です。
●市外（特に県外）の運動部やスポーツチームの合宿の誘致、
リピーターの増加をめざします。

●スポーツ施設の整備充実及び有効活
用

3-3　幅広いスポーツ活動の普及促進

●スポーツ関連情報を発信します。また、スポーツの魅力が伝
わるような広報の工夫に努めます。
●各種団体などへのスポーツ推進委員の派遣、ニュースポーツ
を体験できる場の提供に努めます。
●スポーツ少年団活動の活発化と競技人口の増加をめざし、競
技力向上、多くの人々の意向に沿ったスポーツ振興活動に取
り組みます。

●スポーツ普及事業
●競技力向上支援事業
●行事の見直し・改善

3-4　スポーツ団体・指導者の育成

●総合型地域スポーツクラブの活性化と自主運営、新たなクラ
ブの設立の支援に努めます。
●ジュニア期から一貫した指導体制の整備と指導者全体の資質
向上、意欲と行動力のある若手指導者の育成、地域における
ジュニアスポーツリーダーの養成を行います。

●スポーツ団体・指導者の育成
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教 育 目 標  4

教 育 目 標  5

郷土を愛する心と創造力が育つ、市民主体の文化芸術活
動の促進（芸術・文化振興）

青少年の健全な生活を守り抜く環境づくり
（青少年健全育成）

教育施策と5年間の方針 5年間の主要事業

4-1　芸術・文化団体の育成

●文化施設を活用して、文化団体の自主的な活動の充実、活性
化を支援し、特色ある地域文化の振興と普及を図ります。

●情報の提供
●指導者や文化ボランティアの確保

4-2　芸術・文化の鑑賞、発表機会の充実

●市民が活動の成果を発表する機会の場としてのアエルワの活
用、文化協会加入団体と連携による鑑賞機会の充実に取り組
みます。
●文化団体育成のためにさらなる支援と文化活動に参加しよう
とする動機づけを行い、文化を支える裾野の拡大に取り組み
ます。

●文化行事の拡充
●市民参画の促進

4-3　文化財の保存・活用

●文化財保護体制と調査研究体制の充実、市内文化財の情報発
信に努めます。
●文化財ガイドブックの作成に取り組んでいきます。

●文化財保護体制や調査研究体制の整備
●文化財の継承と活用
●文化財の広報活動の充実
●文化財ガイドブックの作成

4-4　歴史館等の整備充実・有効利用

●定期的な企画展の開催、推進体制の強化を図ります。
●必要な人材の確保・育成、計画的に施設・設備の更新改修を
行います。

●施設の整備充実と有効活用

教育施策と5年間の方針 5年間の主要事業

5-1　青少年の健全育成の推進

●阿波市青少年育成センターを中心に多くの関係機関等との連
携強化や情報収集を図り、地域が子どもや家庭を支援できる
体制づくりを推進します。
●諸問題に柔軟に対応できる体制、ネットワークの構築・改善
を図ります。

●関係機関との連携強化
●環境美化活動
●講演会の実施
●地域ぐるみの健全育成運動の展開

5-2　家庭の教育の向上

●それぞれのライフステージや抱えている課題に応じた家庭教
育に関する様々な学習支援の充実を図ります。
●地域と家庭が連携した取組の強化、多世代交流を通じた子ど
もの社会性向上を促進します。

●講演会等の実施
●正しい生活リズムの定着
●情報提供の充実
●文化やスポーツの拠点づくり
●家庭教育の充実
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5-3　青少年の体験・交流活動の充実

●青少年の健全育成の一環として、児童生徒や保護者を対象と
した講演会、体験会を開催します。

●講演会等の実施（再掲）
●子ども体験学習活動
●青少年の居場所づくりの推進

5-4　青少年団体、リーダーの育成

●スポーツ少年団の指導者講習会を実施し、また、子ども会や
スポーツ少年団が健全な運営ができるよう支援します。

●指導者養成講座の開催
●子ども会活動の充実

教 育 目 標  6 多様性を育み、互いに尊重し、つながりを実感できる社
会づくり（人権教育・国際理解）

教育施策と5年間の方針 5年間の主要事業

6-1　人権教育・啓発の推進

●市民の人権意識の高揚、理解促進に向けて、同和問題をはじ
め、様々な人権問題を解決するために人権教育・啓発を推進
します。
●指導者の育成に向けて、研究会・研修会を開催し、活動を支
援します。

●指導者の養成
●人権啓発事業の実施

6-2　人権学習子ども会（ぱあわーあっぷ事業）の推進

●児童生徒の学力や生活習慣の改善と子どもの人権意識の向上
をめざし、効果的な学習活動と人権学習の内容・進め方を検
討し、実施します。

●ぱあわーあっぷ事業

6-3　国際感覚豊かな人材の育成と国際交流活動

●より多くの市民が英会話教室に参加できるよう、初心者向け
講座や中級者向け講座の充実を図ります。
●外国語や日本語教室を通じ、在留外国人との交流活動を支援
します。

●英会話教室の開催
●国際交流の推進
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